御岳山リトリート報告
田辺美和子
今年も、恒例のリトリート(霊性の修養会)が七月二七日(金)から二九(日)の三日間、御岳山の宿坊EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の),能)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼり),保利)で行われました。リトリートは日常生活の場では行いません、協会でもしません、なぜならリトリートの目的は日常や家族から離れ、静かな場所で内省することだからです。普段の生活や心の状態を振り返り、人生の目的は何かを考え、そのために何をしているか、自己成長のために何が必要か、安定した幸せのためにどう生きていくかを勉強し熟考し智慧とするのです。「内省は人生の車のハンドルである」とマハーラージはおっしゃいました（Introspection is the steering wheel of the car of life.）。人生にはブレーキもアクセルもある。しかしハンドルがない限り、目的地にはたどり着けないのです。
今回の参加者二四名（うち初参加は一三名）は到着後、祭壇をととのえ、夕拝と瞑想の時間に向けて、心をととのえていきます。こうして瞑想・礼拝・賛歌・学習・ヨガを中心としたリトリートが、スワーミー・メーダサーナンダ・マハーラージご指導のもと始まりました。
夕拝ではマハーラージの奏するハルモニウムに合わせて神さまを讃える歌を歌い、日本語の賛歌、ラーマクリシュナの福音の輪読、そして誘導瞑想へと続きました。身体と心をリラックスさせ、過去や未来ではなく今に意識を持っていきます。マハーラージの唱えるヴェーダのマントラの波動を感じ、そして聖なるマントラ、オームを皆で何度も唱えました。次に心の中で「すべての人々が幸せで安らかでありますように」と祈りました。気づきはやがて、宇宙に満ちている至高の魂の存在へと向かい、それに集中していくとともに、「至高の魂」とは「永遠で純粋な意識」であること、そして「私」も同じ純粋意識であること、至高の魂と「私」の魂は一体であること、「私」はサッチダーナンダ（絶対の存在、絶対の知識、絶対の至福）であることに瞑想し続けました。やがては「私」すなわち至高の意識は自然や周りのものすべてに広がり、至るところに「永遠」が満ちていることを感じ、瞑想しました。最後に再びオームを唱えました。のちの参加者の感想によると、瞑想が初めて出来た喜びや、瞑想のテーマに神聖なものを選ぶことの重要さを体験した方、瞑想中、今までにないほど深く自分をみつめることが出来た驚きを語った方などおられました。
ヴェジタリアンの食事のあと、自己紹介と自己体験を語るミーティングが持たれました。震災の津波で亡くなった方の霊が祈りと真言でいやされていった、実際の体験を仏教のお坊さんがなさいましたが、それが強く印象に残りました。そのほか、明日の講義に向けて、神にまつわる問いに関して自分の考えをまとめるための用紙が配られ就寝となりました。
　リトリートでは朝五時に起床、五時二〇分から瞑想、六時から朝拝、その後、東京ヨガセンターの荒井先生にヨガのレッスンをして頂き、心と身体を整えて一日を始めます。マハーラージに作っていただいた有り難い朝食のあと、いよいよ「宗教と無宗教」の講義の時間です。
　まず、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(intellectual),知性的)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(food),食事)（今回でいえば講義のこと）を消化して心の健康の基盤とするには、分析や内省をとおした各自の考えを明確にしておくことが大事、とのお話がありました。現代の問題は皆の考えが浅いこと。それは本やコメンテーターやテレビなどどこかで借りてきた考え（レンタル考え）であり、自分の深い考えではない。だからテレビコマーシャルのようにコロコロ変わり、また、良いお話をどんなに聞いても身に着かないのだというのです。今回のマハーラージの講義もひとつのサジェスチョン（「お供え」ともおっしゃっていました）だといいます。さて私たちはどのようにして自分の考えを深めていくことが出来るのか・・・そのヒントが講義の中にあったように思います。
　はじめに、「神」をほかの言葉で表せば、ブラフマン、純粋な意識、永遠の存在、霊的存在と言えるということ、そして「無宗教」とは神を信じないこと、「宗教」とは神を信じることとほとんど同じである、その点を踏まえてから、前者はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(materialism),マテリアリズム)（唯物論）、即ち（霊的なものを含めて）すべては物質から派生したと考える「物質的哲学」に、後者は霊的なもの（純粋な意識）がすべての根源であるとする「霊的哲学」に、それぞれ立脚しているとのお話がありました。そして無宗教である理由として、①まるで現代の予言者のように科学者の言うこと（＝唯物論）を「深く考えず」信じているから②神様が必要ないから（難病を薬で対処できるようになった現代では、すべての問題は自分で解決できると信じる人もいる）③世俗的楽しみに完全に埋没している、の三点が挙げられました。しかし①に関して問題なのは、科学者は「彼のやりかた」で神の存在を調べ、神はいないとしていることです。マハーラージは、物質的存在についての証明方法と霊的存在についての証明方法はまったく異なるのですと言明なさいました。なぜなら、霊的なものはとても精妙で、普通の道具では証明できないこと、また、物質は有限で霊は無限だが、有限なもので無限をはかることは決してできないからです。では、神がいるのかいないのか、などの霊的な事柄はどのように検査をすればよいでしょうか。
それには、以下の三つの道具を駆使します（一つでは十分ではない）。①EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Scripture),聖典)や聖者の経験②論理的か論理的でないかの識別③自分の経験
特にマハーラージは「If there’s a God, you must realize it.」というスワーミー・ヴィヴェーカーナンダの言葉や、マザー・カーリーに「あなたは石だけ？それとも本当の女神さまですか？」と神の実在を体験することだけを願い、成就した、シュリー・ラーマクリシュナの実例を挙げながら③を強調しました。そのお話を聞きながら、自らの体験こそが自らの基盤となり、その基盤から深い考えが生まれ、岐路のときに熟考した選択ができ、自分が自分で選んだ人生をおおいに生きることにつながるのではないかと思いを巡らせました。
翌日の講義では、神の包括的アイデアについて話が進みました。神様には以下の様々な相（姿）があるそうです。①EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(pure),純粋)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(Concousness),意識)（形も名前もない）②性質（＝全知全能偏在）がある意識③形がある意識④EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(アヴァターラ),化身)。これら、神に関する包括的なアイデアはヒンドゥ教に顕著で、このようにさまざまな相があることが信者の助けになるのだそうです。なぜなら各自の好みや力に応じた神の相を信じていけばよいからです。
ところで現代の潮流は、お正月と困った時は神頼み、です。一方で、問題が起こったときの永遠のサポートが無く、もしくはわからず、皆、困っています。安定した幸せの道のサポートとして何が必要か。神は我々にとって必要か、必要でないか。このことについて、今までの経験、これからの体験を通して考えを深めていきたいと思いました。
マハーラージは最後に、霊的な修業は個人でも十分出来ますとおっしゃいました。今回の講義の結論は、ある神様を信じるか信じないかは大事ではない、ある僧団・宗派のメンバーになるかならないかは大事ではない、もっとも大事なことは「永遠な存在を信じること」そしてその「永遠な存在にコンタクト（つながり）、従ってください」。それで充分だ、ということです。
 二日目の午後には、「宗教歌についての実演と講話」が、立教大学教授で宗教音楽がご専門のスティーヴン・モーガン先生によりなされました。近年は大学での講義や指導にとどまらず活動を拡げ、合唱団の指揮や作曲も手がけているそうです。故郷のイリノイは様々な種類の教会が自由に存在する気風で、ご家族とともに宗教や宗教音楽に慣れ親しんできたそうです。宗教音楽には三つの分類があるそうですが（①神をほめたたえる②教えを伝える③神に嘆願する）、音楽と宗教の関わりについて、聖地を奪われる前と後のユダヤ教、コンスタンティヌス一世以前と以後のキリスト教、イスラム教、スーフィー教、ヒンドゥ教など、幅広い宗教においてのお話を、実際に音楽を流し、また実演されながらなされて、とても興味深い講話となりました。現代の教会音楽・宗教音楽は宗教改革者マルティン・ルターの恩恵が大きいそうです。彼自身、偉大な音楽家だったそうですが、音楽には神を思い出させる力があることや、音楽の力で人びとを神へ近づけることができると信じていました。ルターによって、民衆が「参加」するという道が開けたのだそうです。数年前から先生は、宗教音楽がどのように宗教的生活にコネクトしているかに興味を持ち、ヴェーダーンタの勉強も始められ、昨年に大学で行われた死者の鎮魂のための奉唱会では、キリスト教の祈りの言葉のほか、タゴールの詩、仏教僧の詩、ネイティブ・アメリカンの詩を取り入れたレクリエムを作曲したそうです。お話からは「Oneness」がテーマであるという印象を受けました。数分間でしたが、講演の最後に聴かせていただいて、荘厳な感じを抱きました。質疑応答では、日本にはなぜ宗教歌がないのか等の質問や、宗教歌に参加し頂点を感じたあとに訪れる反動についての注意など、興味深い話が続きました。
あっという間に最後の講義、マハーラージへの質疑応答の時間です。今回は神の化身にまつわる質問が多くみられ、参加者それぞれのリトリートの感想も興味深かったです。朝から晩までのみっちりしたスケジュールのようですが、これを参考に、自分の毎日に瞑想、霊性の勉強、身体のためのヨガやエクササイズの時間、仕事に集中する時間を計画建ててまっとうすることに挑戦してみてください、自己成長のために変化してください、とマハーラージは愛情をこめて助言下さいました。
　こうして初参加の方にも助けられながら素晴らしいリトリートが終了しました。丸一日、二四時間を霊性の勉強に費やすことの貴重さを改めて感じました。そしてマハーラージと寝食を共にする恩恵も強く印象に残りました。タクール、マザー、スワーミジーに感謝いたします。メーダサーナンダ師の普遍的な愛情に感謝いたします。準備を整えてくれた方々、当日ご一緒しサポートしてくれた皆さまに感謝いたします。会が終幕に向かうにつれて、皆さまを家族のように感じる度合いが増していきました。マハーラージがおっしゃる「普遍的」とは、他人を家族のように、いえ家族として感じることから始めることも出来るのでは、と感じました。
